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第1章 計画の概要 

1.1 背景と目的 

豊中市が管理する人道橋（注 1）は、令和 5 年（2023 年）3 月現在で 4８橋あります。 

人道橋が最も多く建設されたのは、平成３年（1991 年）から平成 12 年（2000 年）です。 

人道橋は、歩行者交通と自動車交通が分離された安全で快適な移動手段であるとともに、歩行経路の

短縮と魅力ある歩行環境の創出に貢献してきました。 

猪名川や天竺川に架橋された人道橋は、通勤路、通学路としてのアクセス向上の役割を、ペデストリ

アンデッキ（注 2）は、鉄道やバスなど公共交通機関や駅周辺施設へのアクセス向上の役割を、それぞれ担

っています。 

現在、建設年が判明している橋梁は 38 橋です。その内建設後５０年を経過する橋梁が 8 橋（21％）

ですが、令和１5 年（2033 年）には 17 橋（45％）、令和 25 年（204３年）には２6 橋（６８％）

が５０年を経過するなど、高齢化の進行が懸念されています。 

こうした背景から、豊中市では、平成 21 年度（2009 年度）に「第 1 期人道橋長寿命化修繕計画」

（以下「第 1 期計画」という。）を策定しました。 

また、平成２６年（2014 年）には国が公布した「道路の維持修繕に関する省令・告示」において、

国が定める統一的な基準により、５年に１回の頻度で近接目視による点検が義務化されました。 

これを受け、平成２9 年度（2017 年度）に近接目視による定期点検を実施し、平成３０年度

（2018 年度）に予防保全の考え方を取り入れた計画的な維持修繕の推進を目的とした、「第２期人道橋

長寿命化修繕計画」（以下「第 2 期計画」という。）を改定しました。現在は「第２期計画」に基づき、

修繕工事に取り組んでいます。 

このたび「第２期計画」から５年が経過し、今後も適切かつ持続可能な人道橋の維持管理を図るた

め、3 巡目となる点検を実施し、この点検結果の分析や過年度の補修実績をもとに、「第 3 期人道橋長寿

命化修繕計画」（以下「第 3 期計画」という。）を改定しました。 

なお、計画期間は今後１０年間とし、５年毎の定期点検の結果等を踏まえ、必要に応じて見直しを行

います。 

（注１）人道橋とは、歩行者が安全に道路や河川を横断するための専用の橋梁です。   

 （注２）ペデストリアンデッキとは、歩道と広場等の機能を併せ持つ高架型構造物です。 

 

■人道橋の高齢化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 建設後 50 年以上経過する高齢化橋梁の推移（38 橋） 
 

現在 
令和 5 年（2023 年） 

１０年後 
令和１5 年（2033 年） 

 

２０年後 
令和２5 年（2043 年） 
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1.2 計画の基本方針 

基本方針については、第１期および第２期計画の内容を踏襲しつつ、社会情勢の変化、点検・補

修技術革新の進展や財政状況などを踏まえて、必要に応じて見直しを行います。 

（1）安心・安全な歩行空間の確保 

５年に１回の定期点検を継続して実施し、各橋梁の損傷状態を的確に把握し、早期に対策を実

施するとともに、日常パトロールや通報アプリケーションの活用により、歩行者の安心・安全で

快適な歩行空間の確保を図ります。 

 

（2）予防保全型の維持管理による長寿命化 

近接目視を基本とした定期点検を継続して実施することにより、損傷の規模や症状を的確に把

握し、損傷が軽微な段階で修繕する予防保全型の維持管理による長寿命化の推進を図ります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 予防保全型の維持管理イメージ 

 

（3）コスト縮減と予算平準化 

長寿命化修繕計画に基づき、「予防保全」の考え方を取り入れた効率的な維持管理を推進するこ

とにより、将来にわたる維持管理・更新コスト（ライフサイクルコスト）の縮減を図ります。ま

た、修繕の優先度を的確に判断し、適切な時期に効率的・効果的に工事を実施することにより、

特定年度に予算が集中することのないよう予算の平準化を図ります。 

 

（4）持続可能な維持管理 

「実効性の高い効果的な修繕計画」となるよう定期点検結果や補修工事等のデータを蓄積し、

計画の妥当性を検証するＰＤＣＡサイクルを継続して回すことにより、持続可能な維持管理を推

進します。 

近接目視点検（路面の点検） 近接目視点検（桁下の点検） 

　　Ⅰ

　　Ⅱ

　　Ⅲ

　　Ⅳ

被害が深刻化してから大規模な

修繕 ・ 架替

点検し、損傷が深刻

化する前に修繕

（Ⅲになる前に修繕）

経過年

健全度

橋梁の延命化・維持費削減

コスト大

修繕修繕

コスト小 コスト小

修繕

予防保全型の橋梁の寿命事後保全型の橋梁の寿命

効果
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1.3 これまでの取り組みと計画の進行管理 

（1）計画の進行管理 

長寿命化修繕計画は、平成 21 年度（2009 年度）に「第 1 期計画」を策定し、予防保全型維持

管理へと移行しました。その後、平成 30 年度（2018 年度）に改定した「第２期計画」では、メ

ンテナンスサイクルを基本方針の 1 つとしました。 

メンテナンスサイクルとは、図 1-3 に示す PDCA サイクルの思想を継承し「点検・診断・措

置・記録」を繰り返し行う長寿命化の取り組みで、このたび改定する「第 3 期計画」においてもこ

れを確実に実行し、持続可能な維持管理を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 1-3 計画の進行管理 

表 1-1 豊中市における人道橋に関する取組経緯 

年  度 豊中市の取り組み 国・府の動向等 

平成 19 年度(2007 年度)  ・長寿命化修繕計画事業費補助金制度(国)の創設 

平成 21 年度(2009 年度) 
・第 1 回定期点検(遠望目視) 
・第 1 期人道橋長寿命化修繕計画策定 

 

平成 25 年度(2013 年度)  ・H17 大阪府橋梁点検要領の改定 

平成 26 年度(2014 年度)  ・道路橋定期点検要領(国)策定 

平成 28 年度(2016 年度)  
・H17 大阪府歩道橋点検要領の改定 

・H25 大阪府橋梁点検要領の改定 

平成 29 年度(2017 年度) ・第 2 回定期点検(近接目視)  

平成 30 年度(2018 年度) ・第 2 期人道橋長寿命化修繕計画策定 ・H26 道路橋定期点検要領(国)の改定 

令和 元年度(2019 年度)  ・H28 大阪府橋梁点検要領の改定 

令和 2 年度(2020 年度)  ・道路メンテナンス事業補助制度(国)の創設 

令和 3～4 年度 
(2021～2022 年度) 

・第 3 回定期点検(近接目視) 
 

 

令和 4 年度(2022 年度) ・第 3 期人道橋長寿命化修繕計画策定  

青字：定期点検 赤字：計画策定 

 

Plan 
・老朽化対策の 

基本方針の設定 

・個別橋梁の修繕計画 

・年次計画の策定 

・定期点検の実施 

・緊急対策橋梁の抽出 

Action 

・補修箇所の点検・設計 

・修繕対策の実施 

Do Check 

修繕計画の PDCA サイクル 

 

P長寿命化 
修繕計画 

D設計・修繕 

C 

A改善・見直し 

点検・評価 

・諸元データ 
・点検データ 
・補修対策/・履歴データ 

橋梁データベース 

分析 活用 

  
・点検 

結果 

 
 

・工事 
履歴 

・計画策定手法の見直し 

・対策工種の見直し 

（新技術、新工法） 

・点検手法の見直し 

（点検支援技術） 

・劣化曲線・単価の見直し 
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（2）修繕実績例 

第２期計画改定後、９橋の修繕工事を実施しており、本点検結果においても健全な状態である

と判定しています。 

表 1-2 修繕実績 

No. 橋梁名 橋長（ｍ） 建設年 健全度 修繕実施年 

1 上野東人道橋 7.5ｍ 1976 年 Ⅰ 平成 30 年(2018 年) 

2 熊野上橋人道橋 7.2ｍ 1979 年 Ⅰ 平成 30 年(2018 年) 

3 千本人道橋 20.0ｍ 1970 年 Ⅰ 令和 2 年(2020 年) 

4 天竺川橋人道橋 16.1ｍ 1974 年 Ⅱ 令和 2 年(2020 年) 

5 向丘一丁目歩道橋 29.1ｍ 1995 年 Ⅰ 令和 2 年(2020 年) 

6 松林寺橋 15.1ｍ 1991 年 Ⅰ 令和 3 年(2021 年) 

7 新天竺橋 14.1ｍ 1987 年 Ⅰ 令和 3 年(2021 年) 

8 日電橋人道橋 18.6ｍ 1978 年 Ⅰ 令和 3 年(2021 年) 

9 長島橋 14.1ｍ 1989 年 Ⅰ 令和 3 年(2021 年) 

 

 

表 1-3 修繕実施例 

橋梁名 修繕前  修繕後 
 

 

 

上野東人道橋 
平成 30 年度（2018 年度） 

 

 

主桁、防護柵 

・塗装塗替え工 

・当て板工 

 

 

 

  

 

 

 

熊野上橋人道橋 
平成 30 年度（2018 年度） 

 

 

防護柵 

・塗装塗替え工 

・当て板工 

 

 

 

   

 

 

  

 

松林寺橋 

令和 3 年度(2021 年度) 

 

 

地覆 

・塗装塗替え工 

・当て板工 
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1.4 計画の見直し概要 

第３期計画は、第２期計画の基本的な考え方を踏襲しつつ、計画の進捗状況等を踏まえ、豊中市

の実態に即した長寿命化対策に取り組みます。 

 

表 1-4 主な計画の更新内容 

項目 第 2 期計画 第 3 期計画 

人道橋の現状と点検結果 

管理橋梁数：３４橋 

 

管理橋梁数の見直し 

・管理人道橋 48 橋 

 （本計画の対象橋梁は原田元町歩

1 号橋を除いた 47 橋） 

・橋梁台帳の再整備 

・管理番号、整理番号の見直し 

 

 

点検方法の改善 

点検方法 

・近接目視 

点検方法 

・従来の近接目視による点検方法に

加え、点検方法の効率化、高度化

を目的とし、新技術を採用。 

 

 採用新技術：橋梁点検ロボット、

ドローン 

  

 

 

 

 

優先順位の考え方 

◆修繕優先事項 

・優先事項 4 項目 

◆修繕優先事項の見直し 

・優先事項 4 項目 

追加：通学路に架かる人道橋の優先 

削除：主要部材の健全度区分におい

て、低い評価の部材数が多い人道橋

の優先 

 

 

予防保全型の事業費算定 

対策費用の改善 

・計画期間内に要する対策費用

の概算を整理 

対策費用の改善 

・人件費、資材価格の高騰や実勢価

格、環境保全対策費を反映 

・概算工事費は、過年度の実績を基

に算出 

 

 

劣化予測の手法 

◆劣化予測の精度向上 

・点検データを使用した回帰分

析 

◆劣化予測の精度向上 

・第 3 回定期点検データを追加し精

度を向上 

 

 
  

橋梁点検ロボット ドローン 
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第2章 人道橋の現状と点検結果 

2.1 人道橋の現状 

管理人道橋数 

現在、豊中市が管理する人道橋は 48 橋で、計画対象橋梁は、原田元町歩 1 号橋を除いた 47 橋

です。管理種別の整理等に伴い、第 2 期計画時と比べ 14 橋増加しています。 

 

表 2-1 計画改定時における管理人道橋数 

区 分 
第 2 期計画 

（H29 年度） 

第 3 期計画 

（R4 年度） 

管理人道橋数 34 橋 48 橋 

 

表 2-2 第 3 期計画時で増減した管理人道橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称の変更 

第 3 期計画改定時に改名した人道橋は以下のとおりです。 

表 2-3 名称変更した人道橋の一覧 

 

 

  

No. 追加した人道橋 削除した人道橋 

1 天竺小橋人道橋 若竹橋斜路橋(若竹橋として管理) 

2 道田橋側道橋 若竹橋取付階段(若竹橋として管理) 

3 にしき橋  

4 若竹橋北詰人道橋  

5 兎川歩溝橋  

6 宮東人道橋  

7 上津島歩２号橋  

8 蛍池中町歩１号橋  

9 蛍池中町歩２号橋  

10 蛍池中町歩３号橋  

11 蛍池東町歩２号橋  

12 原田元町歩１号橋  

13 桜の町歩道橋  

14 下高川歩道橋  

15 豊中駅ペデストリアンデッキ  

16 千里中央西ペデストリアンデッキ  

No. 新橋梁名 旧橋梁名 

1 天竺川橋人道橋 天竺川人道橋 

2 兎川歩溝橋 兎川人道橋 

3 加賀島歩溝橋 加賀島橋人道橋 

4 蛍池駅西ペデストリアンデッキ 蛍池駅西口歩道橋 
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位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

図 2-1 位置図 
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橋種別の橋梁数 

橋種別で見ると、管理橋梁 48 橋の内、鋼橋 31 橋（65％）、コンクリート橋 17 橋（36％）

となっています。コンクリート橋の内訳としては RC 橋（9 橋）、PＣ橋（8 橋）となっていま

す。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 橋種別橋梁数 

 

橋長別の橋梁数 

橋長別で見ると、管理橋梁 48 橋の内、5m 未満が 8 橋（17％）、5ｍ以上 15ｍ未満が 18

橋（38％）、15ｍ以上 30ｍ未満が 16 橋（33％）、30ｍ以上 100ｍ未満が 1 橋（2％）、

100ｍ以上が 2 橋（4％）、その他(ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ)が 3 橋（6％）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 橋長別橋梁数  

鋼橋
RC橋

PC橋

(65％)
(19％)

(17％)

31橋
9橋

8橋

コンクリート橋 

（36％） 
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2.2 点検結果概要 

点検結果に基づく健全度判定結果 

原田元町歩 1 号橋を除いた人道橋 4７橋の点検結果に基づく健全度判定結果は、【Ⅱ：9 橋、

Ⅰ：38 橋】となります。 

表 2-4 健全度結果 
NO. 橋梁名 橋種 建設年 健全度 

1 千里川人道橋 鋼橋 平成 9 年(1997 年) Ⅰ 

2 千本人道橋 鋼橋 昭和 45 年(1970 年) Ⅰ 

3 下河原歩道橋 鋼橋 昭和 58 年(1983 年) Ⅰ 

4 熊野町歩 1 号橋 PC 橋 不明 Ⅰ 

5 紅葉橋 PC 橋 昭和 40 年(1965 年) Ⅰ 

6 望橋 鋼橋 昭和 40 年(1965 年) Ⅰ 

7 あさひがおか歩道橋 PC 橋 平成 25 年(2013 年) Ⅰ 

8 広田橋 PC 橋 昭和 40 年(1965 年) Ⅰ 

9 天竺小橋人道橋 鋼橋 平成 6 年(1994 年) Ⅰ 

10 天竺川橋人道橋 鋼橋 昭和 49 年(1974 年) Ⅱ 

11 松林寺橋 鋼橋 平成 3 年(1991 年) Ⅰ 

12 新天竺橋 鋼橋 昭和 62 年(1987 年) Ⅰ 

13 日電橋北人道橋 鋼橋 平成 12 年(2000 年) Ⅰ 

14 日電橋人道橋 鋼橋 昭和 53 年(1978 年) Ⅰ 

15 長島橋 鋼橋 平成 1 年(1989 年) Ⅰ 

16 砂畑下人道橋 鋼橋 昭和 45 年(1970 年) Ⅱ 

17 道田橋側道橋 鋼橋 昭和 46 年(1971 年) Ⅰ 

18 にしき橋 PC 橋 昭和 40 年(1965 年) Ⅰ 

19 新石橋人道橋 鋼橋 平成 5 年(1993 年) Ⅰ 

20 若竹橋北詰人道橋 PC 橋 不明 Ⅰ 

21 上野東人道橋 鋼橋 昭和 51 年(1976 年) Ⅰ 

22 熊野上橋人道橋 鋼橋 昭和 54 年(1979 年) Ⅰ 

23 熊野町歩 2 号橋 鋼橋 不明 Ⅰ 

24 兎川歩溝橋 RC 橋 平成 3 年(1991 年) Ⅰ 

25 熊野橋側道橋 鋼橋 昭和 56 年(1981 年) Ⅱ 

26 新利倉歩道橋 鋼橋 昭和 62 年(1987 年) Ⅱ 

27 南園歩道橋 鋼橋 昭和 47 年(1972 年) Ⅱ 

28 宮東人道橋 RC 橋 昭和 50 年(1975 年) Ⅰ 

29 上津島歩 2 号橋 RC 橋 不明 Ⅰ 

30 蛍池中町歩 1 号橋 RC 橋 不明 Ⅰ 

31 蛍池中町歩 2 号橋 RC 橋 不明 Ⅰ 

32 蛍池中町歩 3 号橋 RC 橋 不明 Ⅰ 

33 蛍池西町歩 1 号橋 RC 橋 不明 Ⅰ 

34 蛍池東町歩 1 号橋 鋼橋 平成 23 年(2011 年) Ⅰ 

35 蛍池東町歩 2 号橋 RC 橋 不明 Ⅱ 

36 若竹橋歩道橋 鋼橋 昭和 59 年(1984 年) Ⅱ 

37 北緑丘歩道橋 PC 橋 昭和 55 年(1980 年) Ⅱ 

38 桜の町歩道橋 PC 橋 不明 Ⅰ 

39 豊中駅西口北歩道橋 鋼橋 平成 11 年(1999 年) Ⅰ 

40 豊中駅西口南歩道橋 鋼橋 平成 11 年(1999 年) Ⅰ 

41 加賀島歩溝橋 RC 橋 平成 5 年(1993 年) Ⅰ 

42 下高川歩道橋 鋼橋 平成 16 年(2004 年) Ⅰ 

43 豊中駅前歩道橋 鋼橋 平成 14 年(2002 年) Ⅰ 

44 向丘一丁目歩道橋 鋼橋 平成 7 年(1995 年) Ⅰ 

45 豊中駅ペデストリアンデッキ 鋼橋 平成 11 年(1999 年) Ⅰ 

46 千里中央西ペデストリアンデッキ 鋼橋 昭和 61 年(1986 年) Ⅱ 

47 蛍池駅西ペデストリアンデッキ 鋼橋 平成 14 年(2002 年) Ⅰ 
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図 2-4 管理橋の健全度判定結果 

 

 

表 2-5 省令・告示に基づく判定区分 

  
区 分 状 態 

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態 

Ⅱ 予防保全段階 

構造物の機能に支障が生じていないが、

予防保全の観点から措置を講ずることが

望ましい状態 

Ⅲ 早期措置段階 
構造物の機能に支障が生じる可能性があ

り、早期に措置を講ずべき状態 

Ⅳ 緊急措置段階 

構造物の機能に支障が生じている、又は

生じる可能性が著しく高く、緊急に措置

を講ずべき状態 
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橋種別の損傷傾向 

健全度判定Ⅱの人道橋の構成は、鋼橋 30 橋のうち 5 橋（17%）、コンクリート橋 17 橋

のうち 4 橋（24%）となっています。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 橋種別の健全度判定 

 

建設年代別の損傷傾向 

建設年代別の損傷傾向については、昭和 45 年～平成 11 年（1970～1990 年代）に

建設された橋梁が大半を占めています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 建設年別の健全度分布 
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第3章 修繕計画対象橋梁 

3.1 修繕計画対象の人道橋 

修繕計画の対象とする人道橋は、点検調査結果に基づき健全度Ⅱと判定した 9 橋のうち、維

持工事で対応する「蛍池東町歩 2 号橋」を除く 8 橋を対象とします。 

 

表 3-1 長寿命化修繕計画の対象とする人道橋 

No. 橋梁名 所在地 
橋長 

（ｍ） 

幅員 

（ｍ） 
建設年 

建設後 

経過年 
橋種 路線名 交差条件 健全度 

1 天竺川橋人道橋 
服部南町 

2 丁目 
16.1 2.4 

昭和 49 年 

(1974 年) 
49 鋼橋 

天竺川右岸 

服部線 
天竺川 Ⅱ 

2 砂畑下人道橋 
豊南町南 

1 丁目 
12.3 1.8 

昭和 45 年 

(1970 年) 
53 鋼橋 

豊南町南 

第 23 号線 
天竺川 Ⅱ 

３ 熊野橋側道橋 赤阪 7.0 1.9 
昭和 56 年 

(1981 年) 
42 鋼橋 兎川線 兎川 Ⅱ 

４ 新利倉歩道橋 
利倉西 

2 丁目 
111.0 3.1 

昭和 62 年 

(1987 年) 
36 鋼橋 法定外道路 猪名川 Ⅱ 

５ 南園歩道橋 
上津島 

2 丁目 
117.5 3.6 

昭和 47 年 

(1972 年) 
51 鋼橋 穂積上津島線 猪名川 Ⅱ 

６ 若竹橋歩道橋 
北条町 

4 丁目 
48.6 2.2 

昭和 59 年 

(1984 年) 
39 鋼橋 勝部寺内線 

府道 134 号 

(熊野大阪線) 
Ⅱ 

７ 北緑丘歩道橋 
北緑丘 

2 丁目 
13.9 3.8 

昭和 55 年 

(1980 年) 
43 鋼橋 

北緑丘歩 

第 2 号線 
北緑丘団地線 Ⅱ 

８ 

千里中央西 

ペデストリアン

デッキ 

新千里東町 

1 丁目 
- - 

昭和 61 年 

(1986 年) 
37 鋼橋 

新千里西町 

歩道 21 号線 

新千里西町歩道 

21 号線 
Ⅱ 

 
対象とする人道橋 

天竺川橋人道橋 
 
 
 
 
 
 
 
 

砂畑下人道橋 熊野橋側道橋 北緑丘歩道橋 

新利倉歩道橋 
 
 
 
 
 
 

南園歩道橋 

若竹橋歩道橋 
 
 
 
 
 
 
 

千里中央西ペデストリアンデッキ 

図 3-1 長寿命化修繕計画の対象とする人道橋の状況  
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第4章 維持管理における基本方針 

4.1 点検および日常管理の基本方針 

人道橋の状態把握は、５年に１回の頻度で点検と橋梁に関する必要な知識と技能を有する者

によって定期点検を行います。また、状況に応じて、台風・大雨・地震等の災害時における橋

梁の状態確認のほか、道路損傷等通報アプリケーション「まちカメくん」によって市民から寄

せられる意見・苦情・要望等の情報を活用し、日常管理を行います。 

 

4.2 健全度の判定区分および管理水準の設定 

人道橋の健全度については、点検要領に基づき算出される健全度指標ＨＩ（Ｈｅａｌｔｈ 

Ｉｎｄｅｘ）との対比結果を参考にしつつ、維持修繕に関する省令・告示で求められる４段階

の分類に基づいて区分します。健全度判定区分における管理水準は以下の通りであり、5 年毎

に実施する定期点検結果に基づき健全度Ⅱ以上と判定された橋梁を評価点の低いものから順次

修繕を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 健全度の判定区分および管理水準 

 豊中市の考え
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障が生じていない
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が、予防保全の観

点から措置を講ず

ることが望ましい

状態 

構造物の機能に支

障が生じる可能性

があり、早期に措

置が講ずべき状態 

構造物の機能に支

障が生じている、

又は生じる可能性

が著しく高く、緊

急に措置を講ずべ

き状態 

大阪府橋梁点検 

要領（案）に基づく 

健全度 HI 

70～100 50～69 0～49 
緊急的な対策を 

要する損傷有り 
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4.3 優先事項の考え方 

定期点検で区分ⅢまたはⅡと判定された人道橋については、原則、下記に示す修繕優先事項

に基づき修繕を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修繕優先事項 

 

優先事項１）定期点検の健全性の診断に基づき、健全性が低い人道橋の修繕を優先する。 

優先順：「判定区分Ⅳ→判定区分Ⅲ→判定区分Ⅱ→判定区分Ⅰ」 

 

優先事項 2）第三者被害を未然に防止する観点から、橋梁下に道路等を有する人道橋の修繕を優先 

する。 

 

優先事項 3）学童に対する安全・安心の通行確保の観点から、通学路に架かる人道橋の修繕を優先 

する。 

 

優先事項 4）予防保全型維持管理を目指した中長期におけるトータルコスト縮減の観点から、 

橋長が長い人道橋の修繕を優先する。 

 

※上記の優先事項１）～4）に関わらず、第三者被害に関わる損傷や通行に支障のある損傷が確認さ

れた場合、速やかに対応します。 
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4.4 短期的な数値目標 

4.4.1 新技術等の活用方針 

 

定期点検の効率化や高度化、修繕等の措置の省力化・縮減を図るため、「点検支援技術性

能カタログ（案）」や「新技術情報システム（NETIS）」に掲載されている新技術等の活用を

行います。 

 

 

1)修繕 

修繕工法の選定にあたっては、従来工法のみでなく新工法や新材料などの新技術を加えた

比較検討を行い、費用の縮減や事業の効率化を図ります。 

 

2)点検 

「点検支援技術性能カタログ（案）」に掲載されている新技術や、その他近接目視点検を

充実・補完・代替する新技術などの活用に向けた検討を行い、点検費の縮減や点検の効率化

を図ります。 

 

4.4.2 費用の縮減に関する具体的な方針 

人道橋の修繕に係る費用の多くを塗装塗替え工が占めるため、最新の防錆防食技術の導入

を図ります。また、迂回路が存在する橋梁については、社会経済情勢や利用状況等の変化に

応じて、集約化・撤去を検討します。 

 
 

令和 9 年度までに、豊中市が管理する人道橋 47 橋を対象として、定期点検（点検・診

断）や修繕等（監視を含めた「措置」全体を指す）での「新技術等の導入」を積極的に推進

するための検討を行い、1 割程度（4 橋）の施設で費用の縮減や事業の効率化等の効果が見

込まれる新技術等を活用するとともに、費用を 2％程度縮減することを目標とします。 
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第5章 長寿命化修繕計画 

修繕優先事項の考え方に基づき策定した長寿命化修繕計画は、以下に示すとおりです。 

 

表 5-1 人道橋長寿命化修繕計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本計画は今後 10 年間の計画を示していますが、5 年毎に実施する定期点検に合わせ、計画の見直しを行います。

2023

(R5)
～

2032

(R14)

点検
点検
計画

点検
点検
計画

1 北緑丘歩道橋 13.9 3.8 1980 PC橋 Ⅱ 設計 修繕

2 千里中央西ペデストリアンデッキ — — 1986 鋼橋 Ⅱ 設計 修繕

3 若竹橋歩道橋 25.1 2.2 1984 鋼橋 Ⅱ 設計 修繕 修繕

4 新利倉歩道橋 111.0 3.1 1987 鋼橋 Ⅱ 設計 修繕

5 南園歩道橋 117.5 3.6 1972 鋼橋 Ⅱ 設計 修繕 修繕

6 天竺川橋人道橋 16.1 2.4 1974 鋼橋 Ⅱ 設計 修繕

7 砂畑下人道橋 12.3 1.8 1970 鋼橋 Ⅱ 設計 修繕

8 熊野橋側道橋 7.0 1.9 1981 鋼橋 Ⅱ 設計 修繕

橋梁名
橋長

（ｍ）

優
先

順
位

幅員

（ｍ）

対策の内容・時期

建設年 橋種 健全度
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